製品別比較表（標準医薬品との比較） 案
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	後発医薬品
	標準医薬品

	製品名

（一般名）
	テオフィリン徐放カプセル100mg「サンド」
（テオフィリン）
	（テオドール錠100mg）

	販売会社名

（製造販売会社名）
	日本ジェネリック

（サンド）
	

	薬価

（標準医薬品との差）
	8.10円/カプセル
(-1.40円/カプセル)
	6.70円/錠

	規格
	1カプセル中 日局 テオフィリンとして100mgを含有
	1錠中　日局　テオフィリンとして100mgを含有

	薬効分類

（標準商品分類番号）
	キサンチン系気管支拡張剤

（872251）

	効能又は効果
	○気管支喘息
○喘息性（様）気管支炎
○慢性気管支炎
○肺気腫
【標準医薬品に同じ】

	用法及び用量
	通常、テオフィリンとして、成人1回200mg（本剤2カプセル）を、小児1回100～200mg（本剤1～2カプセル）を、1日2回、朝及び就寝前に経口投与する。
また、気管支喘息については、テオフィリンとして成人1回400mg（本剤4カプセル）を、1日1回就寝前に経口投与することもできる。

なお、年齢、症状に応じ適宜増減する。

【標準医薬品に同じ】

	添加剤
	エチルセルロース、白糖・デンプン球状顆粒、白色セラック、プロピレングリコール
カプセル本体にゼラチン、酸化チタン、ラウリル硫酸ナトリウム
	白糖、トウモロコシデンプン、粉糖、乳糖水和物、ステアリン酸マグネシウム、アラビアゴム、セラセフェート、タルク、ラウリル硫酸ナトリウム、ステアリン酸グリセリン、サラシミツロウ、セタノール、ミリスチルアルコール、フタル酸ジエチル

	製品の性状
	キャップとボディが白色の硬カプセル（徐放カプセル）
内容物は白色～帯黄白色の顆粒
	白色・表面が不定形の斑点状を呈する割線入りの徐放性錠剤

	
	カプセル号数
	質量（mg）
（内容物）
	識別コード
	直径（mm）
	厚さ（mm）
	重量（mg）
	識別コード

	
	3号
	167
	
	9.6
	3.9
	300
	

	
	[image: image1.emf]
	Slo-bid 100mg
	
	

	規制区分
	処方箋医薬品

	貯法
	室温保存
	室温保存

	品質再評価
	オレンジブックNo.3 （公示）

	標準製剤との同等性
	標準医薬品と同等と評価されている



	備考
	

	連絡先
	


